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包
括
連
携
協
定
を
締
結

包
括
連
携
協
定
を
締
結

　

9
月
4
日
、
市
は
、
日
本
大
学
工
学
部
と
包
括
連

携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。
日
本
大
学
工
学
部
で
行

わ
れ
た
締
結
式
で
は
、
出
村
克
宣
学
部
長
と
高
松
市

長
ほ
か
関
係
者
が
出
席
し
、
協
定
書
を
取
り
交
わ
し
、

今
後
の
協
力
を
約
束
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
連
携
協
定
は
、
①
除
染
技
術
支
援
②
定
住
・

人
口
増
対
策
③
人
材
育
成
・
人
材
確
保
④
地
域
・
産

業
の
振
興
⑤
そ
の
他
地
域
社
会
の
形
成
・
発
展
の
大
き

く
5
つ
の
内
容
か
ら
な
り
ま
す
。

　

本
宮
市
と
し
て
は
、こ
れ
ま
で
日
本
大
学
経
済
学
部
、

相
模
女
子
大
学
、
郡
山
開
成
学
園
（
郡
山
女
子
大
学
）、

福
島
大
学
と
協
定
を
結
ん
で
お
り
、
今
回
で
5
件
目

の
協
定
締
結
に
な
り
ま
す
。

委
員
長
に
国
分
八
重
子
さ
ん

委
員
長
に
国
分
八
重
子
さ
ん

　

９
月
２
日
に
開
催
さ
れ
た
選
挙
管
理
委
員
会

で
、
委
員
長
に
国
分
八
重
子
さ
ん
が
選
任
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
新
任
の
委
員
と
し
て
、
佐
々
木
光

一
さ
ん
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
、
平
成
27
年
３
月
25
日
ま
で
で
す
。

委
員
長
に
鈴
木
文
男
さ
ん

委
員
長
に
鈴
木
文
男
さ
ん

　

９
月
３
日
に
開
催
さ
れ
た
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
で
委
員
長
に
鈴
木
文
男
さ
ん
が
選
任
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
新
任
の
委
員
と
し
て
、
渡
辺
喜

一
さ
ん
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
、
平
成
28
年
３
月
26
日
ま
で
で
す
。

地
元
野
菜
の
お
い
し
い
食
べ
方
を
学
ぶ

地
元
野
菜
の
お
い
し
い
食
べ
方
を
学
ぶ

　

９
月
２
日
、
糠
沢
小
学
校
３
年
１
組
で
は
、
農

村
開
発
企
画
委
員
会
主
催
の
地
元
野
菜
の
生
産
か

ら
消
費
ま
で
を
学
ぶ
『
フ
ー
ド
チ
ェ
ー
ン
食
育
活

動
推
進
』
の
授
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
７
月
以
来
、
第
２
回
目
と
な
る
今
回
は
、

地
元
産
の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
お
い
し
い
食
べ
方
や

旬
の
野
菜
な
ど
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
給
食
の

時
間
に
は
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
な
ど
地
元
野
菜
を

使
っ
た
献
立
を
自
分
た
ち
で
お
弁
当
に
詰
め
る
体

験
を
し
ま
し
た
。
児
童
た
ち
は
、
主
食
３
主
菜
１

副
菜
２
の
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
を
学
び
な
が

ら
、
楽
し
く
お
弁
当
を
詰
め
て
い
ま
し
た
。

▲堅く握手を交わす高松市長（左）と出村学部長。除染・復
興に限らず、今後も末永い連携をしていきます

国分 八重子委員長
(糠沢字小田部 )

佐々木 光一委員
(本宮字欠下 )

鈴木 文男委員長
(荒井字荒井 )

渡辺 喜一委員
(和田字竹ノ内 )

▲自分たちで書いたお弁当の設計図の通りおかずをつめる児童たち
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　本宮市女性消防協力隊が、安全功労団体とし
て総務大臣表彰を受けました。表彰式は東京・千
代田区のスクワール麹町で行われました。本宮市
女性消防協力隊は、地域の火災予防の普及に尽
力されたことが評価されました。９月６日には、受
賞祝賀会が開かれ、隊員全員で受賞を喜びまし
た。
　渡辺隊長は「改めて予防消防の大切さを感じて
います」と感想を述べました。

「
災
害
へ
の
備
え
を
」

　

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。

　

朝
夕
の
ひ
ん
や
り
と
し
た
空
気
に
秋
を

感
じ
、
秋
晴
れ
の
高
く
澄
み
渡
っ
た
空
を

見
上
げ
る
と
、
清
々
し
い
気
持
ち
に
な
り

ま
す
。

　

さ
て
、
平
成
23
年
３
月
11
日
の
東
日

本
大
震
災
か
ら
３
年
６
か
月
の
月
日
が
経

ち
ま
し
た
。
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力

発
電
所
事
故
に
よ
る
原
子
力
災
害
へ
の

対
応
は
今
も
継
続
し
て
実
施
し
て
お
り
ま

す
。
現
在
、
市
内
全
域
に
わ
た
る
住
宅

除
染
を
最
優
先
で
進
め
て
お
り
、
今
年

度
中
に
住
宅
除
染
の
発
注
を
済
ま
せ
、

平
成
27
年
度
中
に
は
全
て
完
了
さ
せ
る

予
定
で
す
。

　

風
評
被
害
対
策
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
な

る
安
全
・
安
心
の
確
保
に
向
け
、
市
内
外

へ
の
Ｐ
Ｒ
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
米
の
収
穫
時
期
を
迎
え
た
今
年
も
、

全
量
全
袋
検
査
を
実
施
し
、
美
味
し
い
本

宮
の
米
の
安
全
安
心
を
発
信
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
で
は
仮
設
住
宅
や
借
上

げ
住
宅
な
ど
で
、
約
１
，
２
０
０
人
の
方

が
避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
現
在
、
市
内
３
カ
所
で
61
戸
の
復

興
公
営
住
宅
の
整
備
を
進
め
て
お
り
ま

す
の
で
、
早
急
に
建
設
を
進
め
、
避
難
者

の
生
活
再
建
を
支
え
て
行
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

本
宮
市
は
着
実
に
復
興
に
向
け
前
進

し
て
お
り
ま
す
。
一
日
も
早
く
以
前
に
も

増
し
て
元
気
な
本
宮
を
つ
く
り
、「
住
ん

で
み
た
い
市　

も
と
み
や
」
を
目
指
し

て
、
強
い
心
で
復
興
へ
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ

プ
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
９
月
６
日
か
ら
市
内
11
会
場

で
敬
老
会
が
開
催
さ
れ
、
全
地
区
の
敬
老

会
に
足
を
運
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ど
の
会
場
も
多
く
の
皆
様
に
出
席
を
い
た

だ
き
盛
大
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

皆
様
の
元
気
で
に
こ
や
か
な
お
姿
に
接

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
は
大
変
う

れ
し
く
感
じ
る
と
と
も
に
、
私
も
た
く
さ

ん
の
元
気
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆
様
に

は
、
益
々
健
康
で
明
る
く
元
気
に
お
過
ご

し
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
実
行
委

員
の
方
々
、
そ
し
て
関
係
者
の
皆
様
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

９
月
21
日
に
昨
年
に
引
き
続
き
、
第

２
回
本
宮
市
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
い

た
し
ま
し
た
。
今
年
は
白
沢
運
動
場
を
メ

イ
ン
会
場
に
、
市
民
の
皆
様
に
災
害
時
に

は
ど
の
よ
う
な
作
業
・
救
助
・
復
旧
が
行

わ
れ
る
の
か
を
ご
覧
い
た
だ
く
と
も
に
、

自
ら
訓
練
を
体
験
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

昨
今
、
災
害
は
い
つ
、
ど
こ
で
発
生
し

て
も
お
か
し
く
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

災
害
時
に
一
番
大
切
な
こ
と
は
、
自
ら
の

命
は
自
ら
が
守
る
こ
と
で
す
。
今
回
の
訓

練
を
機
に
、
災
害
へ
の
関
心
と
備
え
を
お

持
ち
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

関
係
者
の
皆
様
の
ご
尽
力
と
、
多
く
の

市
民
の
皆
様
の
ご
協
力
に
心
よ
り
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

寒
暖
の
差
が
大
き
く
、
空
気
が
乾
燥

し
て
い
る
こ
の
時
期
は
、
風
邪
を
引
き
や

す
く
様
々
な
不
調
が
現
れ
や
す
い
季
節

で
あ
り
ま
す
。
体
調
管
理
に
充
分
ご
留

意
の
う
え
、
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

　

 

（
９
月
26
日
執
筆
）

　後藤清太郎さん・春子さん夫妻（荒井字青田原）
が第５５回福島県農業賞を受賞し、９月９日、福
島市で表彰式が行われました。
　後藤夫妻は、水稲・キュウリ・チェリートマト
など、水稲と野菜の複合経営が評価され、今回の
受賞につながりました。同日市役所を訪れ、受賞
の報告をされた夫妻は、「地域の方々に感謝した
い。賞におごることなく、これからも農業に励ん
でいきたい」と話されていました。

こんにちは！市長ですこんにちは！市長です vol. 26

本宮市長
高松義行

総務大臣表彰総務大臣表彰後藤夫妻が受賞後藤夫妻が受賞

▲来庁した後藤清太郎さん・春子さん夫妻

▲市長に表彰を報告する渡辺洋子隊長（中央）と遠藤のり子副
隊長（右）


